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第 1 表 イ y ク:ランドお土びウェイ 

ルズにおける地方銀-行数 

1809—1824年
年 次

U0月10日に柊る）
地 方  
銀 行 数 認可.数

1809 755 、 702
1810 783 782
1811 741 779
1812 739 825
1813 761 922
1814 . 733 940
1815 699 916
1816 643 831
1817 585 * 752
獅 576 765
1819 587 787
,1820 769
1821 521 781
1822 526 776

. 1823 547 779
li824 547 788

.注1 ) Pressriell, op. cit., p .11,Emmanuel 
Coppieters, English Bank Note Circula­
tion 1694-1954, Hague，.1955，. p. .8，....に

Q i 2 ) 180知1819年までの地方銀行数は， 

認可を突けたもの。1821年以後は，非 

1 可銀行をも含む。

毕3) 認可は，本店を含めて，各变店:に， 

' たいして耍求された。
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つ
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る
契
約
を
結
ん

.
だ
が
、

,こ.の
方

策

續

(

5) 

' 

.
 

•
 

.

,

: 

.

:■
.

•

終
っ
た
'0
.

.■
'

:

し
か
し
鋳
貨
の

Iは
、」

七
九
七
年
三
月
に
ス
ペ
ィ

^ ̂

ィ

' '

 

ン
ク
ラ
ン
ド
銀
行
に
よ

.
っ
て
発
行
さ

.
れ
た
た

.
め
に
、
.あ
る
程
度
ま
で
緩
和
さ
れ
た
。
こ

.
の
ス
ペ
イ
ン
ド
ル
は
、
は
じ
め
四
'ゾ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
に 

評
価
さ
れ
た
が
、
：実
際
に
は
、

:さら
：に
ニ

'
ぺX

ス
価
値
が
大
で
あ
る
；こ
上
が
分
っ
た
。
そ
こ
で
そ
：の
流
通
価
格
は
、
三
べ
ン
ス
増
加
さ
れ
た
の
で 

あ
る
が
、：
こ
の

こ

と

は一
ド
ル
に
づ
い
て

-ペシ
ス
の
利
益

.
が
あ
る
の
で
、
金
匠
が
こ
れ
を
鋳
造
し
は
じ
め
、
が
れ
ら
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
と 

非
常
に
類
似
し
た
ド
ル
を
発
行
し
た
た

.
め
に
、：_同
行
は
こ
れ
を

.
見
分
け
る

.
こ
と
が
で
，き
ず
、
両
者
と
も.
に
受
け

.
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
が
っ
ぽ
。

こ
の
よ
う
に
：鋳
貨
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
と
ら
れ
允
処
置
は
、
い
ず
れ
も
成
功
し
た
：と
は
い
え
ず
、バ
政
府
の
管
理
す

.
る
紙
幣
発
行
に

.
よ
っ

' 

て
こ
れ
を
お
ぎ
な
う
こ
と
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行 

.
は
、

一

.七〇八
年
に
イ
ン
グ
ラ
：ン
ド
お

.
よ
び

.
ゥ
ェ
イ
，ル
ズ
に
た
い
.しV

、

株
式
組
織
に
よ
る
紙
麗
行
：の
：独
占
権

^与え
ら
れ
て
ぃ
：た
の
で
.あ
る 

が
、

,銀行
券

.
を
発
行
す

^た
..
め
の
支
店
を
設
け
ず
、：
地
方
銀
行
券
が
額
面
以
下
で
：あ

0
:
た
場
合

.
に
も
、
代
り
に
銀
行
券
を
供
給
す
る
：こ
と
は
な
か
：

づ

た

の

で

あ

る

。

イ

'̂
グ
ラ

ン
ド
銀
行
ば
、
政
府
：ひ

：̂で
あ
り
、
へ

kとし
て

.
政
瓶
に
た

."
い
す
る

^融を
つ
か
さ
ど
：っ
た
が
、'，
そ
の
民
間
業
務 

.は、芷
貨
支
払
停
止
後
ま
で
比
較
的
わ
ず
か
で
あ
り
、

.

「

ロ
，ン
ド
ン
の

.
銀
行U:

と
い
わ
权
た
よ
う
に
、
活
動
の

%とん
ど
す
ベ

.
て
を
ロ
シ
.ド
ン
市 

Iが
ぎ
っ

fた
。
‘
^̂
^̂
^

^」

<近隣
：に
自
由
：に
流
通
ル
て
い
た
が
、

' '

一
 
七
七
：五
年
の
法
令
は
、：
一
ポ
シ

'
ド
券
以
下
、

一
七

.
七
七
年
の
法
令

’
は
、
：
五
ポ
ジ
ド
券
以
下
の
.発
行

.
イ
ギ
リ
ろ
に
お
け
る
兑
換
停
止
下
の
地
方
銀
行 

... 

.. 

.
V
, 

.
::

因

三
：(

一|

四 

一)

:

. 

’

..
■■.

.

'

'

:

. .

. 1

. 

- 

.

.

.

.

.

 

'
;■
, 

-
■■
■
'
' 

.

.

.

.

.

.



を
、
い
す
れ
の
銀
行
に
た
い
し
て
も
禁
止
し
、
ま
たj

七
九
三
年
ま
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、

一
〇
ポ
ン
ド
よ
り
小
額
の
単
位
に
お
い
て
^
行 

:̂
な
か

:0
^の
^、--
:
.
:
«

金
生
活
者
や
小
商
人
下
層
階
級
の
人
び

>は、
.紙幣に
'ついて
ほ
と
ん
ど

.
知
ら
ず
、
疋
貨
支
払
停
止
期
の
：は
じ
め
こ
：

W-  

.

、1)-

 

/

な
っ
て
、
：，
徐.
々
に
そ
の
使
用
を
覚

*た
^すぎ
な
か
：っ
^

一
 
七
九
三

#に、
地
方
銀
行
の
破
産
に

^
0
て
ひ
き
起
さ

.
れ
た
現
金
の
.不
足
を
救
済 

.する

.
た
め

-.
五
ポ
ン
ド
券
が
そ
ン
グ
，ラ
：ソ
：ド
：銀
行
：か
ら

.
発
行
さ
れ
、
；さ
ら

-̂
^̂

た
め
に
：
議
会
は
ク
五
ポ
：

Vド券
以
下

_
の
発
行
権
限
を
イ
ン
：：グ
：
ラ.
シ
ド
銀
行
：お
よ
び
地
方
銀
行
に
与
，

一

.
ポ
ン

. 

ノ
ト
お
よ
び
一
一.
ポ
ン
ド
紙
幣
は
、，
ま
す
ま
す
賃
金
の
支
払
い
や

小
売
取
引
の

，た
め

'
に
、
と

■
く
に
；ロ
ン
ド
ン
地

-
区
と
南
ラ
シ
ヵ
シ
ア
に
お
い
て
用
い
ら

れ
た
の
で
あ
る

◊

.

.

.
.
• 

• 

* 

. 

•
< 

.
 

.
 

.

.
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
；の
小
額
紙
幣
に
よ
っ

'ても
、
地
方
：の
通
貨
に.
た
い
す
る
必
要
は

..
'実
,に充
た
さ
：れ
な
か
づ
た
。

.なぜ
な
ら
、
’
ー
七
九
匕

ご

.

.

•• 

• 

.

.

.

.

年
に
、
新
し

)

.い
小
額
紙
幣
に
つ
い

て
の
理

事

会(

イ
ング
ラ
ン
ド

銀

行

の

ー

筆

者

挿

入

)
V

の

主
な
る
.悩
み

は

，
.
そ

れ

ら

に

た

ハ
す
る

は
げ
し
；い
需
要
で

-
- 

, 
.

,
.
. 

■

.
 

.

は
な
く
、そ
れ
ら
が
非
常
に
：た

.
や
す
く
偽
造
で
き
た

.
と
い
：

_
う
事
実

.
で
あ
づ
た
。
そ
の

:̂
'の
:-
:一月
ま
で
に

.
、：『

巨
額

.
に』

偽
造
さ
れ
た
紙
幣
が
、
す

/ (

4

)

で
に

.
流
通
さ
れ
て
お
り
、

•
大
陸
に
流
通
さ
せ
ら
れ
さ
え
し
て
い
た」

と
の
ベ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
が
な
よ

}に、
偽
造
が
行
わ
れ
ヒ
と

一
 

.
 

: 

.

.

,
 

-
r
 

. 

.

い
う
こ
と
は
、
し
た
が
づ

て
イ
ン
グ

ラ
ン
：ド
銀
衍
券
を
、，
い
ち
じ
る
し
い
う
た
が
い
を
も
っ
て
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
-
一
 
八
四
四
年

. 

.

•

•0
銀
范
条
例
と
い
う
限
定
的
方
法
に
お
い

.
て
、：

‘政
府
が
、：
紙
幣
発
行

..
に
た
い
す
る
責
任
を
認
め
た
と
き
ま
で
地
方
に
お
い
て
は
、
銀
行
券
の
代
り

、

5
)

に
支
払
手
段
と
し
て
小
切
手
が
、

I
使
用

I

I■■

'以
上
観
察
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
不
完
全
な

.
通
貨
状
態
：に'
よ
っ
て
企
業
家
た

..
ち
は
、，非
常
に
不
利
な
立
場

.
に
お

_
か
：
れ

て

い

た

.
。

:;

か
れ
ら
は
.、
原 

料
品
の
提
供
者
へ
’の
送
金
や
、
労
働
者
に
賃
金
を
支
払
：う
た
め
に
支
払
手
段
を
必
要
と

.
し
た
が
、，月
毎
あ
る
い
は
長
期
の
清
箅
や
為
替
手
形
は
、：
 

そ
く
ざ

£又け
入
れ
得
匁
小
額
紙
幣
で
通
常
の
支
払
い
を
必
耍
と

'
し
た
大
部
分
の
：労
働
者
た
ち
に
と

0て、
.
適
当
で

.
は
な
が

.
っ

'た0 

は
、

.給料
日
を
隔
適
ぁ
る
い
は
た
が
い
ち
が
：い

.
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
現
物
支
給
と
：い
う

手
段
に
よ
つ

て
急
場
を
し
の
い〈

€
。
し
か
し

こ
ぅ
し
た
や

'
り
方
は
、
い
ず
れ
も
不
都
合
を
と
も
な

.
い
、
節
約
さ
れ
た
鋳
貨
も
劣
悪
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、

.
さ
ら
に
多
く
の
、
良
質
の
通
貨
の 

供
給
が
：要
求
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
必
發
を
充
穴
す
た
め
に
、.'

地
方
の
商
人
た
ち

.
や
産
業
資
本
家
た
：ち
は
、

/かれ
ら
_

身
の
代
用
貨
幣
を
発
行
し
た

の

.
：で
ぢ
る
。
ぺ
た
と
え
ば
 ̂

ア
ン
グ
ル
シ

+
丨
銅
山''(Anglesey copper'Mine).

の
所
有
者
お
よ
び
製
鉄
業
者
ジm
ン
.
ウ
ィ
ル
キ
ン

■
 
3

W.

'
:
一

Z 
—

り
..；.：

「

；
，

ス
ン(John wiudnsoa)

は
、
か
れ
ら
の
私
鋳
貨
幣

^鋳造
じ
、

.デ^九一

.
一

i4BĤ'

に
、
木
綿
織
物
，業
者
サ
ミ
ユ
そ
ル

•.
オ
ル
ド
ノ
ゥ(Samuel

oldknow).

は
、
賃
金
や
取
引

.
の
支
払
い
，
の
た
：め
に
必
要
な
紙
幣̂ ̂

' 
:
 

'

-
 

,

.

' 

V 

...... 

.

(

1

)Fressnell, op. 

c
i
r

«

.

(

2) 

A. 

A
n
d
r
r
d
F

A History of the Bank of .England, translated by 

p 

Meredith, London,' 1909, pp. 
1
500
-
-
9
•

町
田
義
ニ
郎
訳
•

「
英
蘭
銀
行

::

史
論」

二
'.一
 

o 八頁
。
：

'

?
:

'.
:
人

'.

' 

•
'

一
七
七
四
年
の

I
.
V
I
1
4

ぎ

白

.

(Frank Wlntson Fetter, Legal . Tender during the English and 

.̂0-

5̂̂ 

O
F 
-
 

~ 

. 

r 

.(

6

) 

.
 A
n
d
r
^
d

s'
,
 op. 
c
i
r
芩 
2

Q
V
2

.町
0!
訳
ニ
七
〇

11
。Feaveaiyear, op, 

cir«
•.
+
ド

,̂ 

+
 

+

(

7

: r
1
：ゝ七
：0

八
年
の
法
令
ば
、'!-
-

「

イ
ン
グ
ラ
：ン
ド
銀
行
が
存
続
す
る
が
ぎ
り
：ニ
ハ
名
以
上
.，の
い
か
な
る
法
人
あ
る
：い
は
組
合
も
'
.
.
.

『

 ̂

力
月 

.以
W

の
い
.か
.な
る
期
限
払
い
の
、
か
れ
ら
の
為
替
手
形
あ
る
：い
'は
約
束
手
形
に
よ
.
っ
て
、
い
か
ほ
ど
©：
金
額
の
貨
幣
で
も
借
用
じ
，
義
務
を
負
い
あ
る
い
は
受 

け
と
：る
.

』

，ベ
...
ぎ
で
な
.い
'

」

-
と
規
定
し
た
。：.(

c
l
a

clh
a
m
,

 

op.... 

c
i
r

v
o
l
.
.

 I,, 

p
.

 

65.)'_

と
の
.イ
ン
グ
ラ
ゾ
ド
銀

.
行
の
独
占
権
は
、

ー
，七
四
ー
ー
年
，
新
法
令
に
よ
：

-0

て
ふ
た
だ

'
び
確
認
ざ
れ
、
定
義
が
下
さ
れ
た
。
、

Und

芯adf op.'cit,, P.

1
400.

,
町
田
訳- '

九

ガ

貢

。

)

.二
 

.
V 

パ

.

. 

- 

.

:

ノ

.
0
.

ち
に

.

i

A
1
1

六
年
の
法
令
：に
よ
っ
て
、
乃
ン
ド
ン
が
ら
六
五
マ
イ
ル
以
外
の
地
方
に
お
い
て
銀
行
業
務
を
営
み
ゝ
紙
幣
発
行
の
権
限
を
有
す
る
株
式
組
織
：

に

.
よ
る
銀
行
の
設
立
が
許
可
さ
れ
，
向
時
に
イ
ン
グ
ラ

Kド銀行
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
い
か

I地
方
に
も
、
畜
を
設
置
す
る

Iを
.
付
与
さ
れ
る
に

-

.

.. 

* 

• 

•

 

• 

• 

• 

...... 

- 

• 

.

.

.

.

. 

• 

....

■

イ
ギ
リ
- X
に

お

け

る

兌

換

停

止

下

の

地

方

銀

行

: /

\

'

ぐ 

' 

:

四

五

C1.

西
三)

.•
一
.
、
' 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.



へ-
.つ
：た
，
-き
 d., 

P
.CO
界
 

.パ
'

:

:

广 
3 

P
r
e
s
s
n
e
l
l
,

 

o

p
o'
.

i

r

p. 

7
5
.
Q
a
p
b
a
m
,

 

o
p
.

 

c

i

r

V
o
l
.

 

I, 

p. 

215.

.

(

9) 

. cannan,_ op._ cir.:.p. 

yiii.

.

ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
一
五
ポ
ン
ド
お
よ
び
1
0
ポ
ン
ド
紙
幣
が
、
最
初
に
採
用
さ
れ
た
と
S

七
五
九
年
ま
で
、
ニ
〇
ポ
ン
ド
よ
り
小
額
の
腺
幣
レ
'
 

行
し
な
か
っ
た
。(Goppieters, 

op. 

c
i
r
p
. 

53.) 

-
 

(

10) 

VIbid., Pp.,.53r4..

ジ
ョ
丨
ジ
三
世
、
プ
五
年
法
令
、
1

一
号(Act 

IS 

G
e
o
.

日
，C. 

51).

•お
よ
：び

：
一
七
年
法
令
、

第

三

〇

号

I

 

0
8
. p C. 30.)

■
に
よ
る
。

+
摩
パ
ク
シ
ァ
の
ハ
リ
フ

V

.ッ
ク
ス
H

や
リ
丨
ズ(

L
e

e
s

な
ど
の
工
I

市
に
お
い
て
は
、
六
。ヘ
ン
.ス
の
紙
幣
の
支
私
い
を
受
け
る
の
に 

へ，：

も
そ
め
発
行
者
に
、'

1

ギ
-一—

金
货
を
両
f

た
め
S

参
し
な
け
れ
ば
意
な
か
っ
た
。.
し
か
し
.こ
の
通
貨
は
、
.鋳
貨
の
：価
値
以
下
に
下
奪

、
け

ぶ

t

 

v

f
 
t
:
た

馨

t

顧

る
_

客

ぞ

ぷ

■

、ニ
'ポ
^̂
^̂
^

.

^

1

 

^

 

X 

 ̂

 ̂

, 
0

!

.

お
よ
び
ダ
ラ
ム 

e

!

c
l
' clapham'.op. 

c
i
r

V
o
L

a
, P.3.

，守
三
月
-

€
日)

に
よ
るV

:
.

■

'

(

13) 

Ibid., P
.

3
.

: 

;

s 

p
f
p

.

.

.し

5
、

は

ラ

u

銀
•
が
正
貨
支
払
い
を
.停
止
し
た
と
き
、
い
か
！

紙
幣
も
法
貨
で
な
か
っ
た
。い
一
八
臺
年
の
法
令
に
よ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀 

:

き

論

で
:

I

I

法
的
規
1

し
，

(

1 6)

.
o
f
.
. T

.
s
.
f
A
s
h
t
o
I
V
T
h
e

 

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
.

 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
:

 

1
7
6
0

—

1
OO
3

PO
x
f
o
r
d
,

 

1
9
4

6 0

, p
p
.

 

9
9

1
1
Q

P

中
川
敬

.一
郎
訳

「
産
業
革
命 j 

ー
〇
七
丨
八
頁
。

(

1 7) 

p
r

i
n

&
r.op, 

cit., pp. 

2
2
—

3
,
'

^

 

.

.
' 

' '

(

1 8) 

P
r
e
s
s
n
e
l
l
,

 

o
p
.

 

c
i
r

p
.

 

2
6
.

• 

. 

•
 

三 

'
 

.

■'
 

:
 

:
■

. 

.
 

•- 

, 

.V 

; 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

-
' 

.

.

.

. 

.

,銪貨
の
本
足
は
別
と
し
て
も
、
：
一
八
世
紀
八

O'
年

'
代
、
九
〇
年

'ft
の
混
乱
お
よ
び
正
貨
支
払
停
止
下
の
好
機
は
、
産
業
資
本
家
や
地
方
商
人

を
、
部
分
的
あ
る
い
は
完
全
な
銀
行
家
べ

.
転
向
さ
せ
る
強
ガ

.
な
誘
因
と
な
っ
た
の
で
：あ
る

。'-
,
.
•
:

.

エ
業
地
方
に
銀
行
の
設
立
さ
れ
た
こ
艺
は
、

.
紙
幣
お
よ
び
手
形

.
の
流
通
に
よ
っ
で
、
あ
る
い
は
預
金
の

.
受
入
れ
に
よ
っ

.
て
、
産
業
資
本
家
た
ち

に
、
地
方
的
支
払
手
段
の
み
な
ら
ず
固
定
資
本
を
供
給
す
る
こ
と
を

.
援
助
し
た

。
.

.商人
お
よ
び
生
産
者
が
ら

.
銀
行
業
べ
：の
転
開
は
；、
と
べ
疫
資
本
制
の
売
屎
の
目
ざ
ま
じ
か
っ

^ラン
ヵ
シ
ァ
に
お
い
て
容
易
に
行
わ
れ
た
が
、

そ
こ
で
は
ハ
銀
行
券
袋

|小
額
単
位
の
為
替
手

|、
日
常
の
袤

#.
|し
て
ガ
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
慣
習
は
、
一
七
八
八
年
に
、

.
ラ

.'/
ヵ
シ
ァ
に
お
：け
る
最
太

0銀行
家
で
あ
ガ
、

..
：サ
ラ
サ
捺
染
業
者
で
あ
る
、Livly'Hargreaveŵ;co

.:

の
破
產
扣

慌
に
よ
る
い
く
つ
か
：の
銀
行
の
破
産
に
よ
：
っ
：

.
て
，
さ
ら
に
強
カ
な
も
の
，と.
な
っ(

^
'.

当
時
取
引

Q

た
め
に
：用
い
ら
れ
た
為
替
手
形
の
便
宜
な
こ
と
，は
、
ァ
シ

-ドン〗

の
つ
：ぎ
の
女
章

.
か

&も推
測
さ

.
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

.

:

す
な
わ
ち
、

.

「

大
規
業
な
商
業
取
引
に
た
，い
す
る
支
払
手
段
は
、

-.
:為替
手
形
で

^
-
た
。

0冬れ
は
債
権
者
か
ら
債
務
者
に
向
っ
て
_
り
出
さ
れ

る

.

も
：.

0:
で
あ
っ

.
て
、雀
務
者
は
そ
れ
を
与

 ̂

手

形

は

人

の

.：
手

か

ら

手

へ

渡
さ
れ

;'
各
保
持
者
に

^ク；
て
：
つ.
ぎ
つ
ぎ
ゆ
記
名
裏
書
さ
れ
る
こ

.
と
が

.
で
拿
そ
れ
が
支
払
の
役
目

.
を
果
し

.
た
取
引
の
敎
が
多
い
ほ

.
ど
、

.
©
弔
が

.‘

..(2)

：
 

:

•

.. . 

” 

•

.

.

増
大
す
さ
、と
，い
ぅ
の
で
あ
る
が
，
事
実Jon

與

！
^ydp 

• 

ロ

ィ

ド

(
L
e
w
i
s

 

L
o
y
d
)

は
、
一
ニ
〇
回
% '

裏
書
さ
れ
た
手
形

，ィ
ギ

.
リ
：ス
に
お
忖
る
兑
換
停
止
下
の
；地
方
銀
行

：.

,:
四
七

--
.

(

ニ
四
五)

.

.
V
.
.
'

■
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.
.
.
,
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.
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韻
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^

^
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き
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" 

一(

3) 

. 

'
 

.四八

(

ニ
四
六)

を
手
に
も
だ
と
い
ャ
で
い
る
尸
ン
ゾ

 ̂

: 
:

.'
•

.
 

.
^
v
, 

.

.
v
_

- 

• 

•

ゝ
こ
れ
ら
め
手
形
は
ー
地
方
商
人
に
よ
ゥ
て
ノ

^の：！！
ン
ド
ン
支
店
や
取
引
先
に
向
げ
：

J贬出
ざ
れ

"
.
首
都
や
そ

.
の
他
：の
場
所
で
支
払
い
を
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
他
の
商
人
た
ち
に
、
手
数
料
を
と
っ
て
提
供
さ
れ
た
の
で

：あ

.
る
が
、

'

「

同
様

^ま
..
た
地
方
商
人

.
は
、
商
人
や
エ
業
生
產
者
.、̂
、
そ 

の
顧
客
あ
て
に
振
り
出
じ
た
手
形
を
積
極
的
に

.
割
引
き
、
こ
の
X
う
に
，し

て
ギ
ニ ：  
J

金
貨
や
よ
り

W額の
鋳
貨
を
、
貴
金
支
払
そ
の
他
の
目
的
.に 

そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
び
と
へ
供
給

1>
.
た」

の
で
あ
り
ー
、
か
く
し
て
地
方
商
人
が
、：：銀
行
家
に
な
っ
て
い
づ
た
。
.,

- 

•

1

八
世
紀

.
の
後
半
の

_
.
に
ィ
ギ
リ
ズ
銀
行
制
度
は
、
ィ
シ
グ
ラ
ン
ド
銀
行V :

ロ
ゾ:

ド
ン
金
融
市
場
お
よ
び
地
方
銀
行
か
ら
な
る
三
段
階
の
構
造 

を
も
つ
も
の
と
し
弋
豸

㈣し
た
。
こ
れ
ら
三
部
門
は
，
：そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
信
用
組
織
，を
形
成

1.
:たーの
.
で
：は
な
く
、、
た
が
い
に
密
接
な
関
連
を
も
っ 

て

.
い
た

。
.* 
へ；，

.
>
べ

:
'
:
':
:

.
:
.

' 

.■、
 

■'
. 

■'

こ
こ
で
は
、
地
方
銀
行
と
他
の
一

1部門と
0.
関
係
が
重
要
な
の

.
で
あ
る
が
、
地
方
銀
行
に
：関
し
て
は
、
中
央

.
の
統
制
は
顕
著
で
は
な
か
っ
た
。
 

プ
レ
ス
ネ
ル
に
よ
れ
ば
、
：そ
れ
は
地
方
銀
行
が
、，
流
動
性
選
好
が
高
が

'
っ
た
と
き
、
す
な
わ
：ち
公
衆
が
、
；金
あ
る
い
は
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
で 

そ
の
資
金
の
多
く
を
も
つ
こ
と
を
欲
し
た
と
き
を
の
ぞ
い

.
て
、
そ
れ
ら
で
か
な
り
の
準
備
金
を
阑
持
し
な
か

.
っ
だ
が
ら
で
あ
り

、' 
ま
.た
ー
八
ニ
六 

年
に

:;
地
方
に
ィ
ン
グ
ラ

'
ン
ド
銀
行
の
支
店
が
開
設
さ
れ
る

.
と

'
き
ま
で
、

’地
方
銀
行
は
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
預
金
勘
定
を
も
う
け
な
か
っ
た 

■
た

め

：
で

あ

る

と

：
い
'
う

。
V 

. 

. 

. 
'
■
■
•
■
: 

,

い
う
.ま
で
も
な
く
地
方
銀
行
に
た
い
す
る
影
響
は
、
虫
と
し
て
ロ
ン
ド
ゾ
金
融
市
場
を
通
じ
て
あ
ら
わ
れ
だ
。
す
な
わ
ち
農
村
の
銀
行
で
集
め 

ら
れ
た
資
金
の
多
く
は
、
：ロ
ン
ド
ン
：に
送
ら
れ
て
そ
の
資
產
と
な
り
、
；ま
た
エ
業
地
方
の
銀
行
は
、
手
形
割
引
に
よ
る
短
期
信
用
や
銀
行
手
形
の 

付
与
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
に
た
よ
っ
た
の
で

1於。

ロ
ン
ド
ン
と
，地
方
と
の
金
融
上
の
結
び
.
つ
き
は
、
地
方
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
：あ
て
に
振
出
さ
れ
.た
為
替
手
形
の
使

用

が

増
加
す
る
に
つ
れ 

て
、
ま
す
ま
す
密
接

.
に
な
っ
た
。

Iも
.
ふ
れ
た
ょ

.
ケ
に
、

..

.'
ロ
ン
ド
：ソ
ぁ
て
の
手
形(
ビ
ル
ぉ
ょ
び
ド
ラ
プ
ト)

ぼ
、

一
八
世
紀
末
ま
でM

■銀
行
券

と
と
も
に
、
ー
賃
し

'

つ
つ
あ
づ
た
エ
業
地
方
に
お
け
る
_
要
な
支
払
手
段
と
な
っ
泰

政

府

の

歳

入

も

、

ロ
ン
ド
ン
：あ
て

.
の
序
形
に

'
ょ
：っ
て
送
ら
れ
た
と
為

。.
.
'

へ

-.
:

■■
.

.

.
-
V

こ
の
ょ
ぅ
に
地
方
銀
行
と
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
と
の
結
び
つ
き
は

.'
 

明
ら
か
で
あ

.

っ.
，た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン

.

ド
銀
行
も
ま
た
間
接
的
に
は
、
'地
方
銀 

^

V

r
.
m

^

^

そ
し
て
ロ
ン
ド

X

D
 

銀
行
は
、
：結
局
イ
ン
グ」

フ
ン
ド
銀
衍
に
た
ょ
る
と
い
ぅ
状
靡
£

っ
た 

(

地
方
の—

筆
者
挿

.
入)

：が
、
も

.

一■

し
も
ょ

4く
の
準
備
を

.
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
手
形
を
ロ
シ
ド
ン
の
代
置
蓮
き
と
に
：ょ
っ
，て
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

ま
I

s

理
店
は
、
イ
シ
ダ」

フ
ン>

銀

行

零

の

手

紙

塞
.
る

，
こ

と

に

ょ

つ
$

ユ
.ト
ン

0 .
説
明

.か
ら
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
：。

.

ノ
，
 

.
：
：

：

火
た
し
イ
ン
グ

.
ラ
シ
ド

.銀
行
が
、

.
自
由
に
資
金

.
を
供
給
す
る
か
ぎ
り
、
す
べ
て
こ
と
は
ぅ
ま
く

.
運

.
ん

'
だ
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
グ
ラ

X
K
銀
行 

が
、
割
引
を
俶
限
し
な
け
れ
ば
な

.
ら
な
く
為
っ
た
場
合
に
は
、：
そ
の
：砮

に

多

,<
9
^ ̂

破
産
す
る
も

.の
が
出
て
く
る

-こ
.と
も
あ
つ
た

.0
:
:
:
: 

.

•
.
.
.
.■.
.••
•
.
へ.
.
，
.
.
.
. 

■'
 

.
/.'
.

、
地
方

_は
、
な
お
不
完
全
な
も
の

.
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、

.とにか
く
こ
の

"
ょ
ぅ
に
し
て
発
展
し
て
い
？

^
こ
れ
ら
の

4方銀
行
が 

,務行
■

し
た
銀
行
券
：の
流
通
額
ほ
、
ど
の
程
度
の

 

< 
の
：で
あ
っ
た
で
あ

^ぅか
.。
'
.
.
:
'

.

:'
;
.'-
v-
:
.
v
:
.

'■
:多く
の

ノ

び

と

が

認

め

：て

、
る
ょ
ぅ
に
、
.
.初
期

に

お

け

る

地

方

銀

行

券

の

流

通

額

を

正

確

に

示

す

統

計

を

得

る

'こ
ム
は

'、
困

難

で

あ

る

^

ク
々
ッ
パ
ム
は
、
イ
ン
グ
，ラ
ン

.
：
ド

銀

行

匕 ̂

地
方
銀
行̂

関
し
て
は
、

.'

.
人
び
と
が
き
わ
め
：て
無
智
な
.状
態 

に

I
.
こ一

.
态

指

摘

^
^
正

荽

払

停

止

以

前

’
奮

い

は

夸

备

 

(

：地
方
銀
か

.
の

|筆
^
<
:

)

紙
幣
発
行
状
態
を
、
い 

.

か
な
る人
も

'
.
か
づ
、て
な
ん
.一

ら

確

翁

も

っ
て
雅
測
す
る
こ
：
と
き

又
で
き
な
かっ(

M

」

と
の

■ハ
ま
た

.
当
時
：の

.
通
貨
：の
状
態
を
知
る
上..
に
、：

も
っ.

之
^
権

威

あ
る
診
断
售
，と
し
て
認
め.
ら
れ
，

K

い
：る
地
金
報
告
さ

え
も

*:

:

「

地

方

銀

行

券

め

流

通

額

を

，

い
く
ら
：か
正
確
忙
示
し
得

$
ょ
ラ
な
知
識

_ 
.
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眾
ス
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时
衾
換
停
止
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地
方
銀
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は
、一

七
九
三
年
の
恐
慌
の
の
ち
か
な
り
の
収
縮
が
く
り
返
さ
れ
、

1£
貨
支
払
停
止
後
に

,'
.
そ
れ
は
さ
ら
に
龈
め
ら
れ
た
の
ぐ
あ
る
が
、

ソ
丨
ン

ト
ン(

Jr
ょ
れ
は
恐
慌
以

rそ
れ
以
後
、
正
貨
支
私
停
止
以
前
、
停
止
以
後
の
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
九
〇
対
六
三
対
ヒ
八
対
四

3であ
つ

，
.こ

と

い

.-
ケ

。
 

■
 

'

;
: 

.

'
.
. 

:

■
 

'
 

-
 

■
 

■- 

如.
.
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-
 

.

.

.

.

.
 

•
 

.
 

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

•
ま
た
キ

'
ヤ
サ
ン

.
は
、
ナ
ボ
レ
オ
ン
戦
争
の
は
じ
め
に
流
通
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
紙
幣
の
合
紙
は
，、，

.
約1

一
ー
〇
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
つ
た
と
の 

へ

「

it
i方耝
幣
の
額
は
知
ら
れ
て
レ
な
い
、

.
し
か
し
の
ち
の
統
訊
は
、
そ
れ
は
、：
同
じ
額(

イ
ン
グ
ラ

.

S

ド
銀
行
紙
幣
の

.
流
通
額—
筆
者
挿
入)

を 

あ

-̂
り
は
な
れ
て
い
な
か
つ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て

^
^

」

と
書
い
て
い
る
。

，
 

•

当
時
の
ぬ
方
銀
行
券
の
流
通
額
は
政
府
に
支
払
わ
れ
た
印
紙
税
の
額
に
も
と
づ
い
て
算
定
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
統
計
は
、
種
々
の 

.欠陥を
|て
お
り
、
地
方
銀
行
券
の
完
全
な
流
通
状
態
を

^すも
の
で
は
な
か
つ(

^
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"
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:r
頁
の
表
は
、

一
七
九
〒
.一
八
ニ
四
年
の>r\

グ
ラ
ン
ド
^
ょ
び
ウ
ネ

め
て
ぅ
た
が
わ
し
い
が
、：
氣
方
銀
行
券
の
お
、お
ま
か
な
流
通
状
態
は
、
推
測
で
き
得
ょ
ぅ
。

-.
.._

な
お
参
考
ま
で
に
、
イ
ン

^ラ‘ン
ド
銀
行
券
の
流
通 
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.
を
付
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し
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お
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第 3 表イングランド銀行券流通額 

1792—1824年
( 単 位 100万ポンド）

-：    ----------------------------------------------------------- : _ ._ 上 . ' '

年 次
H グ，ランド銀行券流 
通額.（イングラゾド銀 
行郵送手形を含む）

5 ボンド券以下

1792 11.0
1793 ,10,9 .

、1794 10.3
1795 10.9
1796 9.2

. 1797 11.1 0.9
1798 12.2 1.5
1799 13.4 1.3
1800 15.0 1.6
1801 14.6 2.4
1802 17.1 3.2
1803 16,0 3.8
1804 17.2 4.7 、

1805 16.4 • 4,5
1806 21.0 4.3
1807 19.7 4,2
1808 17.1 4 . 1 ぺ

1809 19.6 5.2
1810 24.8 7.2
1811 23.3 7.6
1812 23,0 7.6
1813 24.8 8.0
1814 28.4 9.7
1815 27. 2 9, 5
1816 26. 8 9.1
1817 29.5 8.0
1818 26.2 7. 5
1819 25.3 7.2
1820 24.3 6,7
1821 20.3 2.5
1822 17.5 0.9
1823 19.2 0- 5
1824 20.1.

— ：--：-------------:___ _

0.4

第 2 表 ィ ソグラソドおよびウェイルズ

にぉ*ける地方銀行券流通額，なら . 
びに全銀行券匕たいする地方銀行 

券 の 近 似 割 合 I792—I824年
(#位 1Q0万十:シド）

法：1)1792-1824年は， Feavearyear, op. cit., 
pp. 2 9 7 -8 .(ただし，スロツトランドの紙 

幣を含む。）

.1807-1824年は Coppieters,..op.. cit.，p. 
154•(これらは10月 1 0 日に終る年度の概 

算である）による。

2) Coppieters, op. cit., p . 146 によ.る。

年 次 1 .地方銀行券流 
通額

2/ 全銀行券にたい 
する地方銀行券の 
比率

1792 12.0 54%
1796 5.5 33
1809 25.0 60

. 1819 20.0 45
1824 20,0 49

1807 18.0
1808 16.9
1809 , 23,7
1810 23.9
1811 ■ 21.5
1812 19.9
1813 22；6
1814 22:7
1815 19.0
1816- 15.1,
1817 15.9
1818 20.5
1819 ； 17,4
1820 11.8
1821 . . . 8.4
1822 8.1
1823 ' 8 . 9
1824 10.6
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の
流
通
額
を
増
加
す
る
こ
と

.
は
で
き
な
い
と
し
、「
地
方
銀
行
券
は
、
そ
の
数
暈
の
増
加
し

.
た
結
果
、
イ
ン
グ

ラ
ン

 

ド
銀
行
券
の
価
値
が
、

.それ
ら
の
^
_

す
る
ギ
モ
ー
金
貨
の
価
値
以
下
に
下
落
し

だ
の
と
同
様
に
、
：イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
券
よ
り
も
よ
り
犬
な
る 

価

値

を

も

.つ

こ
と
と
な
る

.
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
地
方
銀
行
券
は
、
そ
れ
が
イ
ン
，ダ
ラ
ン
ド
銀
行
券
と
同
じ
肺
値
を
も
つ
よ
う
に
な
る
ま
で
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
と
引
換
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う」

と
の
べ
、
か
く
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。

「

イ
ン
ク
ラ
ン
ド
銀
行

.
は
、
地
方
紙
幣
の
偉
大
な
る
統
制
者
で
あ

.
る
。

イ
シ
グ

ラ
ン
ド
銀
行
が
、

..
そ
の
紙
幣
額
を
増
加
あ
る
い
は
說
少
す
れM

、 

地
方
銀
行
も
、
ま
た
同
じ
態
度
に
出
る
。
そ
し
て
地
方
銀
行
は
，
い
か
な
る
場
合
に

.
も
、あ
，；0

か

.
じ
め
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
、
そ
の
紙
幣
.額
を 

増
加
し
た
の
ち
で
な

'
け
れ
ば
、
：
一
.
盤

通

に

付

加

す

る

こ
と
は

.

で

き

^
!
^
。

，
：

.
地
方
銀
行
券
の
流
通
額
は
、

”イ
ン
グ
ラ
シ
ド
銀
行
券
の
発
行
額
に
依
存
し
、

.，なら
び
に
比
例
す
る
と
：̂

^
鮮
は
、

.
地
金
報
告
に
お
い
て
も
、

同
じ
く
一
致
し
た
主
張
で
あ
づ
：た

0
..: 

■
.
'

ぐ

'
:
ぐ 

‘
,

.

. 

......

.

す
な
わ
ち
地
金
報
告
攸
、
正
貨
支
払
停
止
下
に
お
：い
て
地
方
銀
行
紙
幣
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
紙
幣
の
基
礎
の
上
に
建
.て
ら
れ
た
上
部
構
造

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
，
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「

よ
り
よ
い
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
紙
幣
流
通
の

.
過
剰
部
分
に
た
い
し
で
阻
止
が
加
え
ら
れ
る
が
、

"
現
在
の
，制
度
の
間
は
、

;'
''-

地
方
銀
行
紙
幣
の 

過
剰
に
た
い
し
て
は
、广
そ
の
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
銀
行
紙
幣
へ

.
の
兑
換
性
に
よ
？
て
、
同
様
め
姐
止
が
加
え
ら
：れ
て
い
る
。
も
し
も
ロ
ン
ド
ン
の
通
貨 

.
が
、
そ
の
正
当
な
割
合
を
超
過
し
ー
て
い

•*
い
：の

'
に
、
あ
，る
地
方
地
域
で
紙
幣
が
ぐ
過
剩
に
発
行
さ
れ
て
い
る
と
，す
れ
ば
、
そ

0.
地
方
地
域
に
は
、

物

«の地
方
的
騰
貴
が
、
生
ず
る
で
あ

.
ろ
う

''
°:し.

か
知
ロ
ン

■
ド
ン
：
の
物
価
は
、
以
前
と
、変
ら.
な
い

.
：で
あ
ろ
う
。(

也
方
紙
幣
を
も

‘っ
て
’
い

る

人

び

と 

は
、

.
一
物
が
よ
り
安
価
な
ロ
ン
ド
ン
で
買
お
う
と

.
す
る
で

|
そ
れ
ゆ
え

Iの
地
方
紙
幣
は
、
そ
れ
を
発
行
し
た
銀

I
.
返
し
て
、
イ
ン
グ 

ラ
ン
ト
銀
行
券
あ
る
い
は

.
ロ
ン
ド
：ン
：あ
て'
の
手
形
を
要
求'̂
る
で
あ
ろ
う

'?
:かく
し
て
地
方
紙
幣
の
過
剰
は
：、
，
'.
イS

グ
ラ
ン
ド
銀
行
紙
幣
と
引
換 

:
え
に
た
走
ず
そ
：の
発
行
省
へ
返
さ
れ
名
の

'
で
、
後
者
の
数
量
は

.
、

/必然的
に
：が
つ
有
効
に
前
者
の
数
量
を
制
限
す
る
。
：

...

：も

^

ド
銀
行
紙
幣
自
体
が

"正貨
支
払
停
止
：の^に
.
い
つ
が
過
剩
に
発
行
さ
れ
る
な
ら
ば

;;
,地方
銀
待
紙
幣
の
：比
例
的
過
剰
発
行
が
生
ず
る
で
あ
ろ
，
 

う
。
甚
礎
が
拡
張
さ

#て：い
-̂
の
、で
あ
る
か
：ぢ

:'
_1
1部構
造

.
は
、
比
例
的
な
：拡
大
を
生
じ
シ
の
で
あ
る
，
か
く

1.
.:.

て
か

.
か
、
る

制

度

の

，
下

で

は

"

イ 

ン

グ

ラ

ン

.

.
ド

銀

行

紙

幣

の

.
過
剰
は
、：
た
：ん
に
そ
れ
自
身
の
増
加
の
割
合
を
も
っ
で
で

.
は
な
く
、

.
，

〔

ぎ
ら
に
は
■る
か
に
高
い
比

.
率
を
も
っ
.て
物
面
に
た 

'
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
兌
換
停
止
下
の
地
方
銀
行

；. 

五
五(11

五

.
三)



. 

. ' 

五
六
人
ニ
五
四)

.

. 
.

.

.

.
:
.
?

)

- 

. 

' 

,, 

■
い

.
す
る
効
果
を

..
お
よ

.
ぼ
す

■
で

.
あ

..
ろ

-
う

.0

」....
:
:
:
.

と

:*
^反
^
^
反
地
金
論
者
た

.
ち
：は

;:
:>
当
晚
通
貨
が
過
剰

#ある
'£
;̂

を
認

.
め

-&
か
ん

^
^
^

：

般
ぬ
：か
か

.
る

.
地
金
論
者

0見解
.
に
：は
、
同 

^を示
さ
な
か
ハ
っ^め
^あ右
賴
か
れ
き
の
反
論
に

^い^
气

と
に
す
る
が
、
の
ち
に
地
金
論
者
に
た
い
し
て
加
え
ら
れ

.
た
批
判
に
つ
い
て

'
の
べ
て
お
こ
う
。

シ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ン
グ(N. s. Silberlin

的)

は
、
地
方
銀
符
券
の
流
通
額
は
、
イ
ン
グ
ラ

.
ン
：ド
銀
行
券
の
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
い
た
と
：い
う
地
金

論
者
め
主
張
ゆ

_レ
た
。
：：；

.'

.-.
:

'

'

3

^

^

^
..
'
.■

"身

.̂:
父
ダ
：

.
ラ
：ン

>銀行
が
,
信
用
め
究
極
的
本
源
：で
あ
り
マ
唯
；

】
：

の

#；
用
創
造
者

〗

で
あ
る,j

ど
私
番
定
し
、：
：
；兑
換
停
止
下
の
イ
ギ
リ
ス

， 

に
お
い
て
通
貨
が
総
体
的
に
膨
脹
し
た
こ
と
は
、
う
た
が
い
な

.
い
と
し
て
も
、

.しか
し
こ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

.
は
、
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
銀

1
了
：の
操 

作
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
方
銀
行
に
お
け
る
や
り

'
す
ぎ
：に
依
存
す.
る

..
も
：

.
の

.■
で

•
あ
；る
と

■
い
う

^

'すな
；わ

ぢ

：
シ

ル

ヴ

ガ

ー

リ

シ

ダ

.
は
、
茁
貨
支
払
停
此
に
よ
；づ
べ
て

地. ！

の
：信

^
^
造

.
が
、

:̂
容
易
に

.
行
：わ
れ
た
ご
：と
：を
指
瞭
し
.、：.
.
つ
ぎ
ゎ
よ
う 

.
に
の
ベ

.'
て
い
る

"
.. 

. 

.

「

地
方
銀
行
は

'
、
：

^
i
n
-b
*、.がれ
ら

#だい
す
る
需
要

0
.
大
部
分

.
を

、

べ

：

ロ

ソ

ド

；

；

ン

^

ン

ド

ン

手

 

形
で
支
私
っ
た

'
。

.後者め
準
備
金
：は
、：
法
律
に
よ
っ
て
ボ
っ

^く統
制
さ
れ
ず
、

''
.'
き
わ
め

'
て
わ
ず
か
な
額
以
上
匕
な
っ
た
こ
と
は
、
け
っ
し
て
な 

か
：，

.
っ
た
。

い
一
ま
や
そ
：
れ

ら

；

：

の

ft
用
創
造
力
は
、
、イ

ン.̂
ラ
へ
ン
ド
銀^によ
：っ
て
ぼ
と
ん^
^
^
さ
れ
な
が
っ
：た
。；
一
般
に
地
方
銀
行
は
、
か
れ
ら

め
信
用
の
拡
張
に
お
い
て
、
：
異
常
な
使
宜
を
与
え
ら

.
れ
た

0セ
1导」
-'-
、
 

_ 

V
,

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

- 

'
,

「

さ
ら
に
ま
た
地
方
：の
手
形
を
、
.ロ
ン
ド
ン
の
商
会
に
お
い
，て
再
割
引
ず
る
：慣
習
が

、
. 

'

急
速
に
発
展
し
つ
つ
：
あ
り
、
：
正
貨
支
払
か
ら
の
解
放
に
た 

ぃ

す

る

シ

テ

ィ

一

一

鍊

の

#

諾
€»
'
た
：め
に
、.融通
を
い

.
ち

U
.
る
：し

大

.
に

さ

，
せ

た

。

，
こ

れ

ら
n-
v
:
ド

：
ン
：
め.
個
人
銀
行
が
、

'まっ
.た
く
ほ
ど
ん
ど
無 

い

準

備

金

め

上

に

，稹

み

童

：
ね

：
た

か

も

じ

れ

な

か

.
っ
た
信
用

.
の
建
造
物

_
に
は
、：；な

_
ん
ら
ー
定

0限界
は
：な
か
づ
：た

0セ ̂

.

T
V 

^
0
 ̂

o
p

(

2

)

. W
a
l
t
e
r

 ..Boyd, 

.
A

 

L
e
t
t
e
r
,

 t
o

 

.the 

E
t
.

マHo
i
r

 W
i
l
l
i
s
i
m

 

P
i
t
t
,

 ..on ..the 

I
n
f
l
u
e
n
c
e

'.
'
a...the

co.
t
o
p
p
a
g
e

 

.of. .
I
s
s
u
e
s

 

i
n...

へ
 S

p
e
c
i
e

 

at., t
h
e
.

 

B
a
n
k

 

o
f

 

E
n
g
l
a
s
i
d
;

 

o
n

 

t
h
e

 

P
r
i
c
e

 

o
f

 

p
r
o
v
i
s
i
o
n
s
,

 

a
n
d
o
t
h
e
r

 

c
o
m
m
o
d
i
t
i
e
s
,

 

L
o
n
d
o
n
,

 

100
0
1
, p.

 

2
P
 

(

3
} 

V
i
n
e
r
,

 

o
p
.

 

cit.,. p. 

1
5
4
.

(

4) 

Ibid., p.::155._、
„ 

, 

;

(

5) 

Davidwicardo, T
he Price of G

o
l
d
'
M
o
m
i
n
g

 Chronicle, 20 

Sept. 

1809, W
o
r
k
s

 a
n
d

9::rrespondence of David Ricardo, ed. 
b
y 

P.

.
s
r
a
Hi
a
,
 cambridge'1951'vol.

日
，

«
2
7
.

以
下

"匀
0
&
と
略
記
す
る

。" 

：

(

6) 

Ibid., p
,

 26. 

' 

, 

.
•
.

(

7) 

Ri

哀rd。，
H
i
g
h

 Price Gf B
U
K
O
n
'
W
G
r
F

 

v
&
•日
，p. 

88.

.(

8) 

Ibid., -D.

00
00

.
 

•

(

9) 

Cannan, oprcir:p. 

6
1
,

.
 

.
 

,

ノ
類
似
の
見
解
は
ァ
マ
ル
サ
ス
に
ょ
つ
て
も
と
な
え
ら
れ
た
が
パ
か
れ
は

^
^
ぎ
の
ょ
ぅ
に
の
べ
て
い
る

。

.■

「

わ
れ
わ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラN

ド
銀
行
券
の
発
行
増
加
は
•、
.地
方
銀
行
券
の
発
行
.に
お

け

：
る
.
比

例

的
増
加
'を
と
も
な
ぅ
と
い
ぅ
こ
..と
を
、
完
全
に
証
明
が
可
能 

な
問
題
と
し
て
考
察
す
る
。

」

..

(Edinburgh Review,.August 1811, p. 

457.) 

-
 

•

(

1(
、
..
 N,

 S. Silberling, .Finan'cial,..and Monetary. P
o
l
i
c
y

-a.'Great Britain, .during. ..th 
功 Napoleonic.'war?, in The. ..Quarterly' Journal 

of 

Ecmomics, J
Q

C
X

V

 

日，1924, p. 

3
g
.

(

11) 

Ibid., p. 

4
2
0
.

.

. 

.
' 

■ 

• 

, 

- 

. 

.

.

.

.

.
ノ
 

■
 

■
 

-
 

: 

.
 . 

-
 

- 

.
 

.
 

.
 

. 

■

し

'五

.w
 

,
v 

,

'

:

■

最
後
に
、.

当
時

.

の
イ
ン
フ
レ——

シ
ョ
ン
め
原
因
は
ク
イ
ン
グ

'

ラ
ン
ド
銀
行
ま
た

.

は
地
方
銀
行
、

.

い
ず
れ
の
行

^
 

ヵ
.

：
以

上

考

察

し
..

て
来
た
と
と
か
ら
ま
と
め

..

て
、

.

結
論

.

を
..

：の
..

べ
る
ど
と

.
に
し

.
ょ
；.
ぅ

。”

^
 

TV. 

.

ぃ
イ
ギ
リ
ス
に
お
，い
て
地
方
銀
行
は
、

.'.

.
慣
習
上

.
そ

'
の
銀
行
券
を

"金ま
た
は
イ
ダ
グ
ラ
シ
ド
敏
行
券
を
も
づ

.て兌換
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

TE
- 

.イギ
リ
ス
に
お
げ
る
兑
換
停
止
下
の
地
方
銀
行

. 

"

.

^
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 ̂

.
V

 

'

、3£
-
a-
:

.
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五
六

)

,

.
 

貨支
払

停
止後は
.，1

.も.つ.は
ら

イ

ン

ク

ラ
ン
ド
銀

行

券

の.
み
を

も
っ
て
こ
れ
を
行
っ

たの
で
あ
り
、
か
く
し
て

.
イ
ン

.
グ
ー
フ
Z
ド
銀
行
券
は
，

A

極 

的
な
、

一
般
的
な
支
払
手
段
と
な
る
に
至
っ
た

0か♦
る
意
味
に
お
い
て
、'
，
地
金
論
者
の
主
張
す
る
よ
う
に

、
た
し
か
に
正
貨
支
孤
停
上
期
に
イ 

V

5フ
：：

^
ド

銀

行

券

へ
0 ;

兑
換
性
は
、
地
方
銀
行
の
信
用
創

|を
制
限
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
イ
シ
：ダ
：•ラ
シ
ド
銀
：行
券
が

r

容
易
に
得
ら
れ
た 

:か
ぎ
り

^おい
て
、

.-
:地方
翁
行
券
ば
、

''
過
剰
と
は
な
ら
な
：が
っ
た
で
あ
ぢ
う
。

.しか：し

.
事
実
、
多
く
の
銀
行
家
た
ち
は
：
か
れ
ら
自
身
の
承
諾
の

. 

、
下

に

、
.
比

較

的

わ

ず

か̂

イ
ン
グ
：ラ
ン
ド
銀
行
券

.
を
用
い
た
：
に
す
ぎ
な
か.
っ
た
。
こ
の
こ
ど
は
，
ロ
ン
ド
ン
の
通
常
の
支
払
い
に
、

■'イング
ラ
ン 

ド
鋇
行
券
の
代
り
に
灕
行
家
の
手
形
が
、
さ
か
ん
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
よ
う

。
'
.
:
.
:
_
'
'

地
金
報
告
は
商
人
た
ち
が
、
流
通
手
段
一
の
使
用
を
管
理
し
、
節
約
す
る

-とに
よ
っ
て
、V

ま
た
商
業
上
の
支
払
.の
決
済
方
法
に
お
け
る

改
善 

に

よ

っ

て

同

ー

.金額
の
通
貨
が
、
，
以
前
よ
り
は
厶
か

^-
大

き

な

額

の

取

引

や

支

払

に

用

い

ら

れ

る

に

至

っ

た

と

と

を

認

さ
ら
に
イ
ン
グ
ラ 

ン
ト
銀
行
自
身
の
政
策
と
地
方
銀
行
紙
幣
の
競
争
が
、
：ロ
ン
ド
ン
と
そ
，の
，近
郊
地
域
で
、
ま
す
ま
す
イ
ン
グ
ラ
ン
；
ド
銀
行
紙
幣
を
庄
迫
す
る̂
向 

を
も
っ
.たこ
と
を
指
摘
し
て
、、
，こ
れ
ら
の
事
情
は
、
正
貨
安
払
停
止
後
^
増
加
し
た
取
引
の
需
要
を
充
た
ず
の
に
，必
要
な
イ
ゾ

グ
ラ
,
ド
銀
行
紙 

幣
の
供
給
を

1以前
よ
り
も
減
少
せ
し
め
る
た
め
に
作
用
し
た
に
ち
が

.
い
な
い
と
の
ベ
て
い(

衫

。
' 

• 

*

.地方
顧
行
券
が
、
た
や
す
く
イ
ン

.
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
に
兑
換
：で
き
た
と
い
う
事
実
は
、
ま
た
他
方
に

.
お
：い
て
、
結ff

可
イ
ン
グ

.
ラ
ン
ド
銀
行
券
.の 

膨
脹
が
地
方
銀
行
券
の
膨
服
を
可
能
に
し
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
正
貨

,̂
払
停
止
下
に
お
ハ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
.ド
銀
行
券 

が
、

1'
ち
じ
る
し
く
僧
加
し
た
こ
と
は
、

'前に掲
げ
た
統
計
表
か
，ら
も
判
明
す
る
こ
と
が
で
き
，(

全
面
的
に
は
、

.
な
お
信
用
で
き
な
い
に
し
て
も)

：
 

ま
た
当
時
の
状
勢

.
か
ら
見
て
も
、

.う^がい
な
い
現
象
で
あ
っ
た
0
ニ 

正
貨
支
払
停
止
期
に
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
銀
行
が
、
.ロ

ン
ド
シ
の
銀
行
に
た
い
す
る
再
割
引
を
行

.
っ
た

'
こ
と
は
、：
シ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ン
グ
が
指
商
ず
る 

よ
う
に
、
あ
る
程
度
地
方
銀
行
の
信
用
を

.
拡
張
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。

■
ロ
ン
、ド
ン
の
銀
行
は
、
正
貨
支
払
停
止
期
の

.
間
に
、
イ
ン
ダ
ラ
ン
ド

0 

行
に
勘
定
を
も
う
け
が
れ
ら

.
が

そ

'
の
現
金
準
備
を
ぉ
ぎ
な

.
ぅ
，こ

.
と
を
必
要
と
し
た
と
き
に
ノ
イ
ン
グ
：ラ
ゾ

ド
銀
行
に
お
い
て
手
形
を
再
割
引

す
る
償
習
を
は
じ
め
た
。
 

...

• 

.

.

. 

,■>
•
.

地
金
報
告
は
、

.イン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
手
形
割
引
額
が
、

.一七
九
七
年
以
後
し
だ

'
い
に
増
加
し
て
来
た

.
こ
と
、
と
く
に

}八.o
九
年
の
そ
の
額

• 

' 

.
 

-

.

.

は
一
七
九
七
年
以
前
の
ど
：の
年
の
最
高
額
に
た
い
し
て
も
、
き
わ
め
て
高
い
比
率
に
か
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
、▽
と
し
、

手
形
割 

引
増
加
の
弊
害
と
し
ヤ
考
え
ら
れ
る
こ
と

.
は
：、
通
貨
の
過
剩
の
み
で
あ
る
と
の
ベ

''
:.
ま
：た
イ
ン
ダn

フ

.

K

ド
銀
行
の
副
総
裁
は
、
.'
地
金
委
員
会
に
お

い
て
、

.
ロ
シ
ド
ン
の

"§に
よ
つ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
で
割
引
さ
れ
た
手
形
の
多
く
は
、

.
地
方
銀
行

<0
-,
系

形

で

あ

つ

た

と

い

つ

て

^

^

。

-

.

. , 

.

.

.

. 

.

.

.

シ
ル
ヴ
：ァ
ー
リ
ン
グ
の
：い
ぅ

0:
:ぅに
：、
地
方
銀
行
に
イ
ン'ブレ、
1ショ
シ
の
原
因
が
あ
つ
た
こ
：と
を
、へ
部
分
的
に

^認め
る
と
し
：
て
：も、
' 
地
方

,

.. 

. 

• 

. 

. 

. 

.

.

.

.

銀
行
の
こ
れ
ち
の
行
動
、

:̂
正
货
支
払
停
必
下
と
い
ぅ
異
常
な
時
期
に
な
さ
れ
た
と
い
ー
ぅ

^とで
お
り
、
そ
れ
は
結
！

IR

イ
シ
、ダ

.
ラ
ン
ド
銀
行
が
、

-
• 、 -

. 

. 

...

...

.. 

- 

■ 

■ 

• 

へ

-
.

. 

..

中
央
銀
行
と
し
て

.
の
統
制
を
欠

.
い
：て
い
た

^とを
1/1
>す
.%
:
の
で

.
あ

0て、
1>
た
が

0て当
時
：の
イ
ン
フ
レ
丨
シ
ョ
ン
：の
責
任
は
、
主
と
し

.
て
、
イ

.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
.
.

 

.

.

.

.

シ
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
解
せ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

0

• 

• 

. 

' 

.

,

• 
.

 

..

..

.

 

■ 

•

 

■ 
•

 

..

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
、：.
地
方
銀
行
の
紙
幣
発
行
を
紘
制
す
る
と
い
ぅ
見
解
は
'.
正
貨
支
瓜
停
止
期
に
お
い
で
人
び「

と
の
生

@-
の
的
と
な
り
、
 

は
げ
し
く
論
議
さ
れ
た
の

..
で
あ
る
が
、

,
要
す
る
に
地
金
論
者
の
：こ
：の
主
張
は
、
中
央
銀
行
が
、
通
貨
他
給)

の
究
極
的
源
泉
で
あ
り
、

.国内
.に
お
け 

る
銀
行
券
の

.
発

行

を

独

占

す

る

：
こ
.
と
に
よ
つ
て
、
そ

'
の
国
の

'
銀
行
制
度
を
統
制

#ると
い
ぅ
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
：る
。：
こ
こ
に
お
い
て
、
す

で

.
に
近
代
的
な
中
央
銀
行
の
政
策
がV

強
調
さ
れ
て
い
る

.
こ
と
に
注
意
し
な
げ
れ
ば
な
：ら

L
、
：

v
:
'
.
:
:

,
:

■ 

ベ
..：

... 

-. 

' 

■ 
-
.
.

■:■:
• -■ 

. 

:

■■
.
.
.
- 

‘ 

.

'いま
ま
で
の
考
察
か

1
0
、
地
方
銀
行
の
発
行
紙
幣
量
を
正
確
に
知
る

.
こ
と
は
、

.

.
不
可
能

.
で

.
あ
る

'
こ
と
が
分
：つ
た
。
：
さ

6 .
:

:
に
地
金
報
告
%
指
摘
す

.

.

.

.

.

. 

'

 

■ •
 

- 
..
..
..
.

 

一

る
よ
巧
忆
、
イ
ン
グ
ラ
女
ド
銀
行
紙

'̂
の
流
通
額

.
を
示
す
統
計
表

.
も
，
：完
全
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
：

!.
た
が
つ
て
正
貨
支
払
停

it
期
に
、
イ
ン 

ダ
ラ
ン

.
ド
銀
行
お
よ
び
地
方
銀
行
の
発
行
紙
幣
量
が
、
い
ず
れ
も
：か
な
り

増
加
し
.た
こ
i

ば

、
'
'
推

測

で

き

る

に
し
て
も
、
：た
ん
に
.紙
幣
が
過
剰
で 

あ
つ
た
が
ど
ぅ
か
を

1
^
し
得
：な
い
の
で
あ0て、
他
の
さ
ら
に
確
実
な
檩
準
に

^ちな
^
^
ば
な
ら
な
い
ノ
ホ
な
わ
ち
そ
れ
は
，
地
金
報
告
が

強
調
す
：る
よ
ぅ
に
、
為
替
状
態
と
金
地
金
の
価
格
に
見
出
し
得
る
の
で

^K 

. 

r... 

.

>

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

,
.

-

.

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
兑
換
停
也
下
の
地
方
銀
行 

五

九

(

二
五
七)



正
貨
支
払
停
止
下
に
お
い
て
、「

地
方
銀
行
券
の
発
行
額
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
に
適
ム
ロ
さ
せ
ら
れ
へ
そ
の
供
給
は
、

イ
ン
グ
ラ

.

シ
ド
鉱 

行

■
の
軍
霊
に
お
レ
て
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
ボ\

ド
ス
タ
丨
リ
ン
グ
は
、
外
面
的
に
金
に
適
合
し
つ
づ
け(

U

-

の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
金
：の 

)

造

幣

#よ
:̂
:«
^
^
格
奶

_の
:«
は
：
ノ
へ
紙
帶^
^
の

最

上

：
の^

:
^
時

.
の
地
方
銀
行
葉
霉
赢
射
的
に
考
察
し
て

::
.
'
龜

:«
膨
脹
の
^
容
を
明
ら
愛

N
i
,

か
っ

た

ル

ホ

し

こ

の:»
サ

に
ょ
っ

て

觀

幣

が
過
乘
で
あ
っ
た
と
い

'

ぅ
外
面
的
な
震
の
み
へ
か

^

は
、
；：正
貨
支
払
停
11
:

.

下
.

の
，イ
ン

' 

フ
レ 

!

 

'ゾ
ョ 

>

の

赓

因

を
.

確
に
棟
あ
く
で
き
な
い
->
-」

と
が
明
ら
か
に

'

さ
れ
た
で
あ
ろ
ぅ
。
事
態
は
、

..
:

き
わ
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
。
当
時
の
イ
ン
フ 

レ
:,
!

シ
ョ
ン

'

は

「

毺

誇

篇

因

が
.

ら

生

じ：

た

も

の

：
と
：考

え

ら

：れ

名

:̂
:

°

:

1膚

明

確

に

：ず

る
^

め
に
わ
れ
わ
れ
は
、
：兑
換

.

俜

止

期

に

、
；通
; «

が

和

が

さ.

れ

た

挨

著

病

根
^

深

く

：
メ'

馨

入

れ

、

意

：に

異

な

ー

倉

肩

度

動

詳

» -

に
検
討
す
る
こ
と
が
么
要
で
あ
る
。

.
 

(

1〕
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C
a

i
m

a
n

,

 

o
p
.
'
c
i
t
.，

p
.

.

500
,

'

へ

(

2
>

'

.

,

x

b
o :
.

'57

•..一
 

て
.
.
.
.
.
'
,
.
、

 

'

 

.
'
て

プ
レ
：

K

ネ
ル
：
は、
g

一

た
が
、：
正
貨
支
払
停
止
期
め
I

、
令
っ
.
と
も
明
確
に
の
べ
ら
れ
た
患
，
冬
^
^

力
、
ひ
の
崖
害
弓
を
い
ち
じ
る
し
く
拡
漲
し
た
と
き
、

ロ
ン
ド
ン
金
融
市
場
に
お
け
る
.イ
ン
グ
ラ
ン
；ド
銀
行
の
^

^

^

ょ
り
大
な
る
重
要
性
に
、

一
部
分 

.

i
«

方
し
た
多
数
の
地
方
銀
行
.に
お
け
る
、
'
 

地
方
の
信
用
の
集
中
に
帰
す
.

|

と
が
で
き
る

」

：と
い
？て
い

(

5)

o
a
g
a-̂
-§
.
-o
i
t
.
, 

p.:5a 
久

:.
:

:
. 

ご
：

.

■

(
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*

料

:

「

初
期
マ
：ル
ク
ス

」

.

研
究
の
た
め
の
一
資
料
ぐ
：

■資

ff
i
t
哪

細T

訳
，
マ

.
ル
.
ク

ス

『

経

済

学

ノ

ー

ト

』

を

読

ん

で

-
-
—
一

.

最
近
わ
が
国
に

.
お
け
る

tルタ
ス
主
義
研
究

o，
焦
点
が
、
初
期
マ
ル
ク
ス
に 

し
ぼ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
，と
は
、
い
ち
じ
る
し
い
傾
向
で
あ
る

'
。
こ
；れ

.
は
い
：う
ま 

で
も
な
く
、
外
国
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
の
反
映
で
あ
る
と
も
み
な
し

■ 

う
る
が
、
同
時
に

-,
'
.
わ
が
国
の
マ
ル

.
ク
ス
主
義
研
究
が

:-
'
.
外
国
人
の
業
績
の
：た 

ん
な
る
翻

^紹介
の
域
を
脱
し
て
、
厳
密
に
資
料
，的
な
：ア
ブ
ロ

1チに
よ
る
現 

代
的
な
視
点
か
ら
の

#構成
の
へ
方
向
を
迪
：
っ.
て

.
い

る

，
好

ま

し.
い
；
結

果

で
%'
あ 

.
る

。
.. 

.

.

.
：

 

-- 

.

「

初
期
マ
：ル
ク
ス」

I年
代
的
に
は

.
一
八
日
ー

^から
：ー

.'
八
四

/\
年
ま

"
で

. 

I

—

の

.
研
究
に

■
関
心
を
示
す

.
者
は
、
誰
し

Vあの
.
.
^
.
I

、

'
レ

:|
.
ニ
シ

'の-
マ
ル

.
V 

ク
ス
主
籤
に
あ

.
た
え
た
古
典
的
規
定
、
：：す
な
わ
知
そ
め

.
一
：一
一
つ
の
源
泉
と
し
て
の 

「

光
ィ
ッ
の.
：进

典

哲

学

、
：
ィ
ギ
リ
ス
，
の

.
古
典
派
経
済
#
'
お
よ
び
ブ
般
に
フ
ラ
ン 

一
ス
の
革
命
的
諸
学
説
と
む
ず
び
へ
つ
1
い
た
ス
ラ
ン
ス
社
^

主
義」

_
と
い
う
有
名
な 

文
句
.を
贫
ず
思
い
う
か
べ
る
'.
-

よ
り
具
体
的
に
は
、

.
：

.これら
の
：

.I
1
S

ゆ
源
泉

.̂
. 

た
ど
る
こ
と
を
通
，じ
て
は
じ
め
て
こ
れ
ら
を
主
要
な
構
敗
敷
素
と
：す
る
マ

•
ル
.
ク

「

初
期
マ
，
ル
：
ク
ス

」

Mの
た
：
め

の

一

資

料

.'
' .
..: .

,
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飯
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田

'

鼎

-

.

.

. 

... 

.

.
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•

 

•

 

:
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.

ス
主
義
の
全
貌
が
正
し
く
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
従
来
、わ
が
国
に 

お
：け
る
マ
ル
ク
ス
研
究
、
と
く
に
マ

.ルクス
主
義
の
定
礎
期
と
も
い
.う
べ
き
一 

八
四
八
年
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
初
■
マ
ル
ク

'ス研究
は
、
哲
学
的
あ
る
い
は
思
想 

史
的
な
接
近
方
法
が
主
流
を
し
め

.
て
い
た
よ
う
に
風
わ
れ
る
。
つ
ま
り
ぺ
ー
ゲ 

ル
の
ド
ィ
ツ
観
念
論
か
ら
岐
れ
た

：

い
わ
砂
る
へ
ー
ゲ
ル
左
派
の
運
勤
へ
の
マ
ル 

ク
ス
の

.
積
極
的
参
加

——

こ
の
段
階
で
は
.
マ
ル
ク
ス
は
ま
だ
革
命
的
民
主
主
義 

者
の
最

^

j

翼
と
し
そ
ふ
ら

.
わ
れ
：る
I

か
ら
や
が：

て
そ
れ
へ
の
徹
底
的
な
批
判 

と
訣
別

’
\
そ
し
て
さ
ら

.
に
フ
ォ
ィ

.
エ
ル
、、ハ
ッ
ハ
：の
唯
物
論
へ

'
の
傾
倒
と
そ
の
批

. 

.
判
的
な
克
服
を
経
験
し
た
め
ち

,'
-
戦
闘
的
唯
物
論
者
と

1ての
自
己
の
確
立

X 

体一

八
四
四
年
か

.
ら
四
五
年
頃)

：

:'
'.
と

.
い
う
哲
学
的
な
精
進

.
の
過
@
、
ま
た
ロ
バ 

丨
ト

V 

..

オ
ー

.
エ

'..

ン

1
、
サ
シ

.

.

.

シ
モ
シ

.
お
よ
び
シ

.
ャ

.
ル

'>.
.
フ

'..

丨

''
;
.
ェ
等
の
.
空

想

的 

社
会
主
義
へ
；
の
痛
烈
な
批
卿
か
ら
科
氧
的
社
会
主
義
の
建
設
；
へ
の
過
程
、
す
な 

わ
ち

f的
A思想
的
灰
闘
争^遍歴
：：
の
侧
面
か
：
ら
の
：
マ
ル
ク
キ
へ
の
接
近
が 

よp

多

.
く
行
わ

^て
’..
..
ィ
ギ
リ
ス
古
典
派
経
済
学
が
、：

V

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学 

と
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
か
、
こ
の
ぬ
が
従
来
必
ず
し
も 

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
三
つ
の
源
泉

• 

V 

^
: 

■ 

2 

- 

- 

-
i 

. 
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